










IgA 腎症における carry overの実態調査と臨床病理学的検討を行った。Carry over する腎

疾患の過半数が IgA腎症であった。IgA 腎症の carry over 症例の臨床病理像は IgA 腎症全

症例の臨床病理像と類似していた。しかし、16歳以後に尿所見が正常化していた例と尿異

常持続例との比較検討から、尿異常持続例では蛋白尿が高度で、糸球体増殖変化が強く、

糸球体硬化、癒着が多く認められた。このよう左症例は carry over しやすい事が示唆され

た。 


